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やまなしウッドチップ協同組合

　やまなしウッドチッ
プ協同組合（古屋武
仁理事長）では3月
26日に、山梨市大野
に建設していた「木
材チップ製造工場」
の落成式を行った。
　当組合は木材チッ
プの製造や加工等を
行う事業者により平

成26年2月に設立され、山梨県の「森林整備加速
化・林業再生事業補助金」により、工場の建設を進
めていた。
　これまで組合員が製造・加工していた木材チップ
の主な用途は製紙原料であったが、電子化による
ペーパーレス化が進展する中で需要の先細りが懸

念されたことから、新たな使い道としてバイオマス
発電用燃料の木材チップを組合で製造することに
なり、今回の新工場建設を決断した。
　生物由来の再生可能エネルギーである木材バ
イオマス燃料は、間伐材や木材等の木質資源を
チップ化し燃料として利用することで、二酸化炭素
が新たに発生しないため環境への負荷を軽減する
ことが期待されている。
　式典終了後、実際に稼働している製造工場を列
席者が見学し、チップの原料となる原木が重機で
搬入され、工場内の機械によって樹皮を剥がしチッ
プ化される一連の工程を見て回った。当工場は約
745㎡の鉄骨造平屋建てで、現在は1日約160tの
木材チップが製造されている。
　古屋理事長は落成式のあいさつでバイオマス
発電用燃料の木材チップの有用性に触れ、「地球

温暖化や東日本大震災などを契機に、クリーンエ
ネルギーの需要が急速に高まっている。間伐材、林
地残材等の木質資源を有効活用することは、林業
及び森林の再生や山梨県の地域活性化の一助と
なり、循環型社会の構築にも寄与できると考えてい
る。」と木材チップの将来性に期待を込めた。

甲府城南商店街振興組合

山梨県広告美術業協同組合

　山梨県広告美術業協同組合（篠原元理事長）
は、3月22日にアイメッセ山梨で開催した「2015中
小企業組合まつり」において、（公社）やまなし観光
推進機構、山梨県冷凍空調設備事業㈿のイベント
と連携して「春便りフォトブース」と題した出展を
行った。

　この出展は、
山梨県の魅力を
より多くの方々
に知ってもらい
地元への興味
関心を高めても
らうための観光
PRイベントとし
て、3つの異なっ

た富士山の風景をバックに写真を撮れる背景パネ
ルを設置し、10時30分と2時の2回にパネルの背
景の張り替え作業の実演も行い、広告美術業界の
プロの技術を来場者等に間近で見てもらった。作
業は縦3.6メートル、横2.4メートルのパネルを3分
割したシール状のシートをずれないように貼り合わ
せ、瞬く間に背景パネルが変わっていった。
　「普段見ることのできないプロの技を間近で見る
ことができておもしろかった。」と来場者の注目を浴
び、他の出展者や来賓等からも高い評価を得た。
　組合の事業担当者は、「日頃行っている看板や
ディスプレイは飾られて価値を発揮するもの。その
作成作業は舞台裏と同じため、実際の作業を見せ
るということに少し抵抗もあったが、張り替え作業
を行っていると関心を持って見てくれるお客さんが

予想以上に多かった。また、組合まつりだからこそ
実現できた他団体との連携により、同業者だけで
はできなかった交流や賑わいを創出することがで
き、予想以上の相乗効果が生まれた。次回の組合
まつりでは、更に業界のことを知ってもらい、来場者
が体験できる企画や他の業界と連携して楽しんで
もらえるような企画を考えて行きたい。」と語った。

　甲府城南商店街振興組合（福島敏三理事長）
では、2月から3月末にかけて“グリーンリノベーショ
ン活動”が実施された。
　この活動は、山梨県建築設計協会などがつくる
「2040プロジェクト」の一環として、建築士の視点
から甲府市の活性化のため行われているもので、
今回は、本組合の「オリオン通り・オリオンイースト

の 再 生 」を
テーマに山梨
県建築設計協
会の協力によ
り行われた。
　グリーンリノ
ベーション活
動は、甲府盆
地を世界一美

しく魅力的にしていくため、壁面緑化
等を行い、通りそのもののクオリティ
を上げるとともに、常緑植物による
壁面緑化と彩りのフラワーポットに
より、甲府市の中心市街地を再生し
人々が集まれる場所を作って行くた
め実施されている。
　今回の取り組みでは、ヨーロッパ
の古い街並みを連想させる壁面れんがや路地の
雰囲気を活かし、「グリーンペンダント」と称して約
60種類の花をプランターに植え30カ所に設置す
るとともに、壁面10カ所にはリースの飾り付けなど
を行い、オリオン通り・オリオンイーストを路地特有
の少し暗いイメージから華やかな大人の雰囲気が
漂う小道へと変化させた。
　今後の取り組みとして、既存のアーケード等を活

かして、七夕やクリスマスのイベントにあわせて花
や植物の変化で季節を感じられるデコレーションを
行い、オリオン通りにしかない独特な空間の演出等
が行えるよう計画している。
　福島敏三理事長は、「今まである建物を活かし
ながら落ち着いた感じの通りに変わることができ
た。訪れるたび季節を感じることが出来るよう成長
を見守って行きたい」と話していた。
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式典であいさつする
古屋理事長 重機により原木が工場内に搬入される
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再生前 再生後

武田菱丸と記念撮影

背景の張り替え作業
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